
（２） 評価の高かった取り組み（抜粋）

趣　　旨 条　　項 取　組　内　容　 評価

説 明 責 任 第３条
本会議や委員会審議の公開に努め、常任委員会は１日１委員会の開催として傍
聴環境の改善を図った。本会議はケーブルテレビ中継・インターネット録画配
信を実施。議会だよりには各議員の賛否を掲載。議会報告会を開催。

Ａ

請願等の提出
者の議会参加 第１０条 請願等提出者から常任委員会時の発言申し出があった際、条例、申し合わ

せ事項に従い意見等を聴く機会を設けた。 Ａ

議 長 及 び
副議長の選出 第１７条

正副議長選挙において、本会議中に、正副議長の職を希望する議員の決意
表明の場を設けた。
平成27年第１回臨時会、平成29年第2回定例会で実施。

Ａ

政 務 活 動 費 第２４条 条例、規則、使途基準（運用指針）に従い、議員各自、適正に政務活動費を活用
している。平成29年度分から議会ホームページに収支報告書や領収書を公開。 Ａ

（３） 今後の課題とした取り組み（抜粋）

趣　　旨 条　　項 ①取�組�内�容　②問�題�点　③改�善�策 評価

危 機 管 理 第７条

①取組内容…危機管理体制の整備には至らなかったが、平成27年９月関東東
　　　　　　北豪雨では、定例会日程を変更、最終日に鬼怒川護岸工事対策
　　　　　　の緊急質問を日程に追加するなど対応した。
②問題点…災害時の議会としての行動計画に取り組めていない。
③改善策…災害時の行動計画の研究と策定に取り組む。

B

議 会 報 告 会 第１２条

①取組内容…これまでに６回開催
　　　　　　平成28年度　１回（１団体）　計�28名参加
　　　　　　平成29年度　１回（２団体）　計�37名参加
　　　　　　平成30年度　４回（４地区）　計�67名参加
②問題点…開催の周知が不十分、説明が分かりにくいとの意見があった。
③改善策…開催周知の方法を検討する。また、簡潔で分かりやすい説明に
　　　　　努める。

Ｂ
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議
会
議
会
運
営
を
検
証
し
ま
し
た

　

筑
西
市
議
会
基
本
条
例
は
、
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
運
営
を
図
る
た
め
に
、

平
成
25
年
か
ら
全
議
員
に
よ
る
議
会
改

革
特
別
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
で
は
、
「
議
会
は
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
い
、
市
の
意
思
決
定
を
行

う
議
事
機
関
と
し
て
、
市
民
の
意
思
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
公
正
か
つ

公
平
な
議
論
を
尽
く
し
、
真
の
地
方
自

治
の
実
現
を
目
指
す
」
こ
と
を
基
本
理

念
に
掲
げ
、
「
議
会
が
市
民
の
負
託
に

応
え
、
も
っ
て
市
政
の
発
展
及
び
市
民

の
福
祉
向
上
に
資
す
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

筑
西
市
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
議
会

運
営
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　検証の方法は、原則、条文ごとに「取組内容」、「問題点」、「改善策」について検討
を行い、「評価」は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階としました。
 （１） 評価の結果集計　　
　　Ａ　概ねできている　　
　　Ｂ　ある程度できている
　　Ｃ　あまりできていない
　　Ｄ　全くできていない�
　　評価対象外、検証対象外　　　　　　　
�　　（※条文ごとの検証結果詳細は、筑西市議会ホームページに掲載しております。）

（全 35項目）
（達成率８割以上）・・・２１項目
（達成率５割程度）・・・�　５項目
（達成率３割以下）・・・　３項目
（取組なし）　　　・・・　該当無し　　　　　　　
・・・　６項目�（目的、基本理念など）

■検証結果の概要

議会基本条例検証



趣　　旨 条　　項 ①取�組�内�容　②問�題�点　③改�善�策 評価

政 策 提 言 第１６条

①取組内容…常任委員会協議会は開催しているが、これを活用した調査、
　　　　　　検討に基づく政策提言を行っていない。
②問題点…各委員会で調査検討するテーマを決めていない。
③改善策…各委員会がテーマを設定。調査検討を進め、議会報告会での発
　　　　　表や市民との意見交換を実施。市への政策提言へつなげる。

Ｃ

議 員 間 討 議 第１９条

①取組内容…これまでの委員会でも議員間討議に等しい議論が行われるこ
　　　　　　ともあったが、討議としての取り組みが不明確だった。
②問題点…議員間討議の進め方について手順が確立されていない。本会議
　　　　　での議員間討議の進め方についても検討が必要。
③改善策…委員会ならびに本会議における議員間討議の進め方について調
　　　　　査研究し、手順を確立する。

Ｃ
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会議録センター
にて

会議録センター
にて

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
や
議
員

の
活
動
状
況
な
ど
を
正
確
に
住
民

に
伝
え
る
と
い
う
非
常
に
重
要
な

役
割
を
持
っ
て
お
り
、
住
民
に
い

か
に
議
会
だ
よ
り
を
手
に
取
っ
て

も
ら
え
、
読
ん
で
も
ら
え
る
か
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
紙
面
を
作
り

住
民
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
第
一
で
あ
る
。
限
ら
れ
た

ペ
ー
ジ
数
に
す
べ
て
を
載
せ
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
記
事
に
優
先

順
位
を
つ
け
取
捨
選
択
を
す
る
こ

【
広
報
委
員
会
】

と
、
見
出
し
で
読
者
を
引
き
込
む

こ
と
、
中
学
生
で
も
理
解
が
で
き

る
よ
う
簡
潔
に
分
か
り
や
す
く
コ

ン
パ
ク
ト
に
内
容
を
伝
え
る
紙
面

が
読
み
や
す
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
筑
西
市
議

会
だ
よ
り
を
作
っ
て
頂
い
た
が
、

手
に
取
っ
て
見
て
み
た
く
な
る
よ

う
な
表
紙
で
、
紙
面
も
余
白
が
生

か
さ
れ
と
て
も
見
や
す
い
も
の
で

あ
っ
た
。
文
字
は
筑
西
市
議
会
だ

よ
り
で
は
明
朝
体
を
使
っ
て
い
る

が
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
を
使
用
し
て
い

る
た
め
柔
ら
か
い
印
象
で
あ
る
。

　

本
議
会
に
お
い
て
も
、
読
者
に

議
会
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が
、

文
字
量
が
多
い
の
が
悩
み
で
あ
る
。

写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
余
白
を
多

用
し
、
紙
面
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、

よ
り
読
み
や
す
い
紙
面
に
な
る
よ

う
に
努
め
た
い
。

報

修

研

告

研
修
日　

10
月
25
日

視
察
地　

株
式
会
社�

会
議
録
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
）

テ
ー
マ　

　

・
議
会
の
広
報
活
動

　このたびの検証作業は、 議会基本条例の認識を深め、 これまでの議会運営の課題を把

握するために、 とても有意義なものでした。

　また、 二元代表制の一翼を担う議会として、 行政監視機能に加え、 政策立案機能の強

化に取り組むことの重要性について具体的な協議ができたことは、 今後につながる大きな前

進でありました。

　議会基本条例は議会における最高規範であり、 さらに市民の負託に応えられる議会となれ

るよう、 今回の検証で得た課題は全議員が共有し、 今後の議会改革に生かしてまいります。

～検証を終えて～

筑西市議会

議会基本条例検証 ・ 研修報告


